
第 4 4 号

発　　 行

隠岐広域連合広報誌

隠岐４町村総人口

（令和 7年 3月1日現在）

発行：隠岐広域連合
住所：島根県隠岐郡隠岐の島町都万 2016

ホームページ
https://okikouiki.jp

TEL：08512-6-9150（代表） 
FAX：08512-6-3330

総人口 17,839 人

男 8,854 人

女 8,985 人

◦ 令和７年度隠岐広域連合の取り組み

◦ 令和７年度隠岐広域連合予算の概要

◦ 隠岐広域連合の行政機構と職員配置

◦ 議会報告

◦ 新規採用職員紹介

CONTENTS

別れの紙テープ舞う 西郷港

こちらから隠岐広域連合の
ホームページがご覧になれます

令和 7 年 5 月



1令和 7年度隠岐広域連合の取り組み

　

令
和
７
年
度
の
隠
岐
広
域
連
合
事
業
全
般
に
わ
た
る
方

針
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
作
成
し
た
「
第
５
次
隠
岐
広
域

連
合
広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
で
円

滑
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

各
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
・
検
討
を

進
め
、
大
胆
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
広
域
行
政

が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施
し
、

安
全
・
安
心
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
「
し
ら
し
ま
」

後
継
船
の
建
造
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
度
就
航
に

向
け
、
構
成
団
体
及
び
隠

岐
汽
船
株
式
会
社
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
満

た
し
た
船
舶
建
造
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
発
券

窓
口
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

の
検
討
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
進
め
、
安
定
的
な
航

路
運
航
の
維
持
及
び
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。 令

和
７
年
度 

隠
岐
広
域
連
合
の
取
り
組
み

隠
岐
航
路
事
業

　

仁
万
の
里
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
及
び
就

労
環
境
の
向
上
並
び
に
福
祉
人
材

の
確
保
を
図
り
、
隠
岐
圏
域
の
障

が
い
者
福
祉
の
中
核
施
設
と
し
て

の
機
能
・
体
制
の
維
持
と
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
へ
の
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
想
い
を
大
切
に
し
た
施
設
づ

く
り
を
社
会
福
祉
法
人 

博
愛
と

と
も
に
進
め
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
施
設
及
び

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
安
全
管
理
並
び
に
満
足
度
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
隠
岐
圏
域
の
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
、
患
者

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
長

期
滞
在
用
客
室
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
株
式
会
社
隠

岐
商
事
並
び
に
関
係
機
関

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
選
ば
れ
る

魅
力
の
あ
る
施
設
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
創
設
か
ら
25
年
が
経
過
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
制
度
創
設
時
の
３
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
隠
岐
圏
域
に
お
い
て
も
、
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
が
着
実
に
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
最
大
の
人
口
集
団
で
あ
る
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳
以
上

人
口
も
2
0
4
0
年
頃
ま
で
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ

る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
介
護
の
担
い
手

の
確
保
が
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
構
成
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
つ
い
て
は
、

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
皆
さ
ま
の
協
力
及
び
確
保
対

策
の
強
化
に
加
え
、
外
国
人
労
働
者
の
皆
さ
ま
の
受
け
入

れ
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
職
場
へ
の
就
業
を
志
す
学
生
の
皆
さ
ま
に

隠
岐
で
の
実
習
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
将
来
的

な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
介
護
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
推
進
し
、
業
務
の
効

率
化
と
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
適
正
運
営
に
つ
い
て
は
、
給
付
の
適

正
化
を
徹
底
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
の

取
組
を
継
続
し
、
公
平
性
の
維
持
と
収
納
率
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
隠
岐
圏
域
全
体
で
支
え
合

い
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
経

営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
両
病
院
に
お
い
て
「
病
院
の

役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
」、「
医
師
・
看
護

師
等
の
確
保
と
働
き
方
改
革
」
な
ど
に
つ
い
て
、
検
証
と

見
直
し
を
図
り
、
引
き
続
き
強
力
に
実
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
第
５
次
広
域
計
画
案
に
基

づ
き
、
項
目
別
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
の
医
療
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
遠
隔
診
療
と
対
面
診
療
を
組
み
合

わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
を
推
進
し
、
患
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
も
収
支
改
善

に
向
け
た
経
営
改
革
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

医
師
招
聘
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
当
局
は
も
と
よ
り
、

大
学
等
と
の
円
滑
な
連
携
体
制
を
更
に
充
実
す
る
と
と
も

に
、
独
自
の
医
師
招
聘
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
隠
岐
郡

出
身
関
係
者
等
と
の
連
携
や
情
報
収
集
を
深
め
、
確
保
に

つ
な
げ
る
傍
ら
、
出
身
者
に
限
ら
ず
幅
広
く
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
隠
岐
島
前
病
院
事
業
】

　

令
和
７
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
師
及

び
非
常
勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、

専
攻
医
１
名
が
研
修
を
行
い
な
が
ら
従
事
す
る
予
定
で
、

医
師
が
増
員
と
な
り
、
常
勤
医
師
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
将
来
の
常
勤
医
師
確
保
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
確
保
状
況
に
よ
っ
て
は
医
療

提
供
体
制
に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
や
住
環
境
の
整
備
と
併
せ
、
処
遇
の
改

善
等
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
職
員
の
獲
得
に
向
け
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
看
護
学
校
へ
の
訪
問

活
動
と
と
も
に
、
島
根
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全

力
で
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

島
前
地
域
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ま
の

健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
島
前
管
内
の
各
診
療
所

と
の
連
携
を
強
化
す
べ
く
、
共
同
で
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
取
り
組
み
、
患
者
情
報
の
共
有
と
業
務
の
効

率
化
を
推
進
し
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
隠
岐
病
院
事
業
】

　

令
和
７
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
島

根
県
、
大
学
等
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
常
勤
医
師
及
び
非

常
勤
医
師
に
よ
り
16
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。

　

一
方
で
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
及
び
臨
床
工
学
技
士

に
つ
い
て
は
、
定
数
が
確
保
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
た
め
、
特
に
看
護
師
確
保
に
向
け
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
重
点
的
に
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
や
業
務
負
担

の
軽
減
、
効
率
化
を
図
る
た
め
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
、
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ま
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
病
診
一
元
化
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
診
療
所
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る

中
で
、
都
万
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
隠
岐
病
院

か
ら
医
師
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
訪
問
看
護
事
業

に
つ
い
て
も
一
体
と
な
っ
て
、
島
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
い

た
だ
け
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
病
診
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る

た
め
、
患
者
情
報
の
共
有
や
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、
医

師
招
聘
の
強
化
等
に
努
め
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な

知
的
障
が
い
者
支
援
施
設「
仁
万
の
里
」事
業

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
事
業

介
護
保
険
事
業

〜「
安
全
・
安
心
の
生
活
」確
保

「
地
域
振
興
」の一層
の
充
実
を
め
ざ
し
て
〜

が
ら
、
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

と
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
医
療
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
、
医
療
情
報
の
共
有
と
業
務
効
率
化
を
図
り
、
地

域
に
密
着
し
た
安
全
・
安
心
の
医
療
が
提
供
出
来
る
よ
う
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
様
々
な
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
様
子
も
変
化
す
る
な
か
で
、

複
雑
多
様
化
、
大
規
模
化
す
る
災
害
に
対
し
、
消
防
が
担

う
役
割
を
十
分
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
島
民
の
皆
さ
ま
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
団
や
各
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
や
消
火
は
も
と
よ
り
、
年
々
増
加
す

る
救
急
業
務
に
対
し
て
も
、
迅
速
、
的
確
な
判
断
が
で
き

る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
住
宅
防
火
対
策
を
推
進
し
、

被
害
を
低
減
す
る
ほ
か
、
防
火
対
象
物
へ
の
計
画
的
な
立

入
検
査
を
実
施
し
、
法
令
違
反
の
是
正
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、高
度
化
・
専
門
化
す
る
業
務
を
的
確
に
行
う
た
め
の
、

人
材
育
成
に
努
め
、
査
察
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

通
信
指
令
業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
消
防
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

隠
岐
島
消
防
署
島
前
分
署
及
び
海
士
出
張
所
の
老
朽
化

に
伴
う
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
職
員
の
訓
練
機
能
や

業
務
・
執
務
環
境
を
整
え
、
来
庁
者
の
皆
さ
ま
に
親
し
み

や
す
い
庁
舎
と
し
て
、
救
命
講
習
や
消
防
団
関
連
会
議
な

ど
で
利
用
可
能
と
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
を
守
る
防
災

活
動
拠
点
と
し
て
総
合
消
防
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。



　

令
和
７
年
度
の
隠
岐
広
域
連
合
事
業
全
般
に
わ
た
る
方

針
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
作
成
し
た
「
第
５
次
隠
岐
広
域

連
合
広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
で
円

滑
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

　

各
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
隠
岐
広
域
連
合
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
・
検
討
を

進
め
、
大
胆
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
広
域
行
政

が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

超
高
速
船
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
大
規
模
修
繕
工
事
を
実
施
し
、

安
全
・
安
心
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
「
し
ら
し
ま
」

後
継
船
の
建
造
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
度
就
航
に

向
け
、
構
成
団
体
及
び
隠

岐
汽
船
株
式
会
社
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
満

た
し
た
船
舶
建
造
を
進
め

て
い
く
と
と
も
に
、
発
券

窓
口
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

の
検
討
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
進
め
、
安
定
的
な
航

路
運
航
の
維
持
及
び
利
便

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

仁
万
の
里
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
及
び
就

労
環
境
の
向
上
並
び
に
福
祉
人
材

の
確
保
を
図
り
、
隠
岐
圏
域
の
障

が
い
者
福
祉
の
中
核
施
設
と
し
て

の
機
能
・
体
制
の
維
持
と
、
利
用

者
の
皆
さ
ま
へ
の
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
の
想
い
を
大
切
に
し
た
施
設
づ

く
り
を
社
会
福
祉
法
人 

博
愛
と

と
も
に
進
め
ま
す
。

　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
施
設
及
び

利
用
者
の
皆
さ
ま
の
安
全
管
理
並
び
に
満
足
度
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
隠
岐
圏
域
の
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
、
患
者

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
長

期
滞
在
用
客
室
が
利
用
で

き
る
よ
う
、
株
式
会
社
隠

岐
商
事
並
び
に
関
係
機
関

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
選
ば
れ
る

魅
力
の
あ
る
施
設
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
創
設
か
ら
25
年
が
経
過
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
は
制
度
創
設
時
の
３
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
隠
岐
圏
域
に
お
い
て
も
、
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
が
着
実
に
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
最
大
の
人
口
集
団
で
あ
る
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
い
85
歳
以
上

人
口
も
2
0
4
0
年
頃
ま
で
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ
れ

る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
介
護
の
担
い
手

の
確
保
が
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
構
成
町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
、
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
つ
い
て
は
、

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
皆
さ
ま
の
協
力
及
び
確
保
対

策
の
強
化
に
加
え
、
外
国
人
労
働
者
の
皆
さ
ま
の
受
け
入

れ
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
職
場
へ
の
就
業
を
志
す
学
生
の
皆
さ
ま
に

隠
岐
で
の
実
習
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
将
来
的

な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
介
護
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
推
進
し
、
業
務
の
効

率
化
と
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
適
正
運
営
に
つ
い
て
は
、
給
付
の
適

正
化
を
徹
底
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
保
険
料
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
の

取
組
を
継
続
し
、
公
平
性
の
維
持
と
収
納
率
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
隠
岐
圏
域
全
体
で
支
え
合

い
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

2 令和 7年度隠岐広域連合の取り組み

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
経

営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
両
病
院
に
お
い
て
「
病
院
の

役
割
・
機
能
の
最
適
化
と
連
携
の
強
化
」、「
医
師
・
看
護

師
等
の
確
保
と
働
き
方
改
革
」
な
ど
に
つ
い
て
、
検
証
と

見
直
し
を
図
り
、
引
き
続
き
強
力
に
実
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
第
５
次
広
域
計
画
案
に
基

づ
き
、
項
目
別
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
の
医
療
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
遠
隔
診
療
と
対
面
診
療
を
組
み
合

わ
せ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
を
推
進
し
、
患
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
な
が
ら
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
も
収
支
改
善

に
向
け
た
経
営
改
革
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

医
師
招
聘
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
当
局
は
も
と
よ
り
、

大
学
等
と
の
円
滑
な
連
携
体
制
を
更
に
充
実
す
る
と
と
も

に
、
独
自
の
医
師
招
聘
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
確
保
対
策
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
隠
岐
郡

出
身
関
係
者
等
と
の
連
携
や
情
報
収
集
を
深
め
、
確
保
に

つ
な
げ
る
傍
ら
、
出
身
者
に
限
ら
ず
幅
広
く
重
点
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

【
隠
岐
島
前
病
院
事
業
】

　

令
和
７
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
常
勤
医
師
及

び
非
常
勤
医
師
に
よ
り
８
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
、

専
攻
医
１
名
が
研
修
を
行
い
な
が
ら
従
事
す
る
予
定
で
、

医
師
が
増
員
と
な
り
、
常
勤
医
師
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、
将
来
の
常
勤
医
師
確
保
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
確
保
状
況
に
よ
っ
て
は
医
療

提
供
体
制
に
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
や
住
環
境
の
整
備
と
併
せ
、
処
遇
の
改

善
等
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
職
員
の
獲
得
に
向
け
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
看
護
学
校
へ
の
訪
問

活
動
と
と
も
に
、
島
根
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全

力
で
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

島
前
地
域
の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ま
の

健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
島
前
管
内
の
各
診
療
所

と
の
連
携
を
強
化
す
べ
く
、
共
同
で
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
取
り
組
み
、
患
者
情
報
の
共
有
と
業
務
の
効

率
化
を
推
進
し
、
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
隠
岐
病
院
事
業
】

　

令
和
７
年
度
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
島

根
県
、
大
学
等
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
常
勤
医
師
及
び
非

常
勤
医
師
に
よ
り
16
診
療
科
を
維
持
し
ま
す
。

　

一
方
で
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
及
び
臨
床
工
学
技
士

に
つ
い
て
は
、
定
数
が
確
保
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
た
め
、
特
に
看
護
師
確
保
に
向
け
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
重
点
的
に
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化
や
業
務
負
担

の
軽
減
、
効
率
化
を
図
る
た
め
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
、
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ま
に
選
ば
れ
る
病
院
づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
病
診
一
元
化
が
ス
タ
ー
ト
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
診
療
所
と
の
連
携
を
一
層
強
化
す
る

中
で
、
都
万
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
隠
岐
病
院

か
ら
医
師
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
訪
問
看
護
事
業

に
つ
い
て
も
一
体
と
な
っ
て
、
島
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
い

た
だ
け
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
病
診
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る

た
め
、
患
者
情
報
の
共
有
や
医
療
機
器
の
共
同
利
用
、
医

師
招
聘
の
強
化
等
に
努
め
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
効
率
的
か
つ
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

と
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
医
療
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
、
医
療
情
報
の
共
有
と
業
務
効
率
化
を
図
り
、
地

域
に
密
着
し
た
安
全
・
安
心
の
医
療
が
提
供
出
来
る
よ
う
、

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
様
々
な
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
様
子
も
変
化
す
る
な
か
で
、

複
雑
多
様
化
、
大
規
模
化
す
る
災
害
に
対
し
、
消
防
が
担

う
役
割
を
十
分
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
島
民
の
皆
さ
ま
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
団
や
各
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
や
消
火
は
も
と
よ
り
、
年
々
増
加
す

る
救
急
業
務
に
対
し
て
も
、
迅
速
、
的
確
な
判
断
が
で
き

る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

予
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
住
宅
防
火
対
策
を
推
進
し
、

被
害
を
低
減
す
る
ほ
か
、
防
火
対
象
物
へ
の
計
画
的
な
立

入
検
査
を
実
施
し
、
法
令
違
反
の
是
正
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、高
度
化
・
専
門
化
す
る
業
務
を
的
確
に
行
う
た
め
の
、

人
材
育
成
に
努
め
、
査
察
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

通
信
指
令
業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
及
び
消
防
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
進
め
ま
す
。

　

隠
岐
島
消
防
署
島
前
分
署
及
び
海
士
出
張
所
の
老
朽
化

に
伴
う
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
職
員
の
訓
練
機
能
や

業
務
・
執
務
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■隠岐病院事業特別会計
人件費・材料費等35億1,388万円医業費用（３条）
企業債利息等7,003万円医業外費用（３条）
医療機器購入費等2億9,839万円建設改良費
地方債償還金1億852万円企業債償還金
修学資金貸付金1,370万円投資

40億452万円合計

■消防事業特別会計

14億7,695万円事業費
人件費、使用料等
施設整備、設備整備

6億3,174万円総務費

21億869万円合計

■隠岐の島町診療所事業特別会計

3億7,951万円医業費
3億5,305万円総務費

7億3,256万円合計

人件費、介護認定審査会費等2億5,449万円総務費
介護サービス等諸費等30億1,057万円保険給付費
介護予防事業費等2億2,646万円地域支援事業費
国県返納金、保険料還付金104万円諸支出金
利用料減免事業費10万円特別対策事業費

34億9,266万円合計

■介護保険事業特別会計

■隠岐島前病院事業特別会計
人件費・材料費等9億5,747万円医業費用（３条）
企業債利息等2,207万円医業外費用（３条）
医療機器購入費等3億4,320万円建設改良費
地方債償還金7,212万円企業債償還金
修学資金貸付金300万円投資

13億9,786万円合計

病 院 事 業

令和７年度　隠岐広域連合各会計の歳出予算

隠岐広域連合当初予算の概要
　令和７年度の隠岐広域連合一般会計、介護保険事業特別会計、隠岐島前病院事業特別会計、隠
岐病院事業特別会計、診療所事業特別会計、消防事業特別会計の予算概要をお知らせします。

令和7年度

　隠岐広域連合の令和７年度歳出予算総額は、144 億 8,758 万円です。前年度比
15 億 8,367 万円の増となっており、一般会計における超高速船の大規模修繕に
よる指定管理料の増、隠岐島前病院事業特別会計における職員宿舎建設及び電子
カルテ更新に伴う増、消防事業特別会計における島前分署及び海士出張所の建設に
よる工事請負費の増が主な要因です。

• 隠岐病院、隠岐島前病院の二つの病院を合わせた病院事業の歳入総額は 50 億 9,507 万円で、
入院収益と外来収益を併せた医業収益が 27億 2,177 万円（53.4％）、構成団体負担金が 16 億
6,281 万円（32.6％）となっています。

• 構成団体負担金の内訳は、島根県が 2 億 7,254 万円、隠岐の島町が 8 億 5,191 万円、海士町が
3,953 万円、西ノ島町が 4 億 7,941 万円、知夫村が 1,942 万円となっています。

• 歳出総額は、54 億 238 万円で、医師、看護師等の給与費が 27億 7,171 万円（51.3％）、薬・給食
材料費等の材料費が 6 億 6,390 万円（12.3％）です。その他の医業費用としては医療機器の点検
保守料等の経費が 10 億 3,574 万円（19.2％）となっています。また、建設改良費は 6 億 4,159 万
円（11.9％）となっており、主なものとして下記の設備等を予定しています。

（隠岐病院）
・Ｘ線診断装置（3 台）
・投薬管理システム
・バイタル計測自動化システム

（隠岐島前病院）
・職員宿舎整備事業
・電子カルテシステム
・超音波画像診断装置

■一般会計
242万円議会費

人件費、指定管理料等26億8,620万円総務費
介護保険事業繰出金3,354万円民生費
救急医療対策事業費180万円衛生費
地方債償還金2,703万円公債費
予備費30万円予備費

27億5,129万円合計

議員報酬、議会運営費等

144億8,758万円の使い道
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歳入
（病院事業）
50億9,507万円

歳入
（病院事業除く）
90億8,520万円

構成団体負担金
76億276万円

歳出
（病院事業）
54億238万円

歳出
（病院事業除く）
90億8,520万円

材料費
6億6,390万円（12.3%）

その他医業費用
10億3,574万円
（19.2%）

医業外費用
9,210万円（1.7%）

企業債償還金
1億8,064万円（3.3%）

建設改良費
6億4,159万円（11.9%）

その他
1,670万円（0.3%）

入院収益 
14億5,665万円（28.6%）

外来収益
12億6,512万円
（24.8%）

その他
7億1,049万円
（14.0%）

構成団体負担金
16億6,281万円
（32.6%）

給与費
27億7,171万円
（51.3%）

分担金及び負担金
59億3,994万円
（65.4%）

その他
3億1,594万円
（3.5%）

介護保険料
5億9,013万円（6.5%）

国県支出金
13億9,981万円
（15.4%）

衛生費
7億3,436万円（8.1%）

海士町
10億6,376万円
（14.0％）

西ノ島町
17億5,879万円
（23.1％）

島根県
2億9,162万円（3.8％）

知夫村
2億4,911万円（3.3％）

隠岐の島町
42億3,948万円（55.8%）

民生費
35億2,621万円
（38.8%）

総務費
26億8,620万円
（29.6%）

消防費
21億868万円 （23.2%）

公債費
2,703万円（0.3%）

予備費
30万円

議会費
242万円

支払基金交付金
8億3,938万円
（9.2%）

病院事業以外の事業

構成団体負担金

　病院事業以外の歳入総額は、90 億
8,520 万円で、その内訳として、①島根
県及び隠岐島４町村からの負担金、②
介護保険の給付に係る財源となる介
護保険料・支払基金交付金・国県支
出金、③その他に分けられ、金額の内
訳は左図のとおりです。

　また、歳出の内訳として、①民生費
（介護保険給付費・介護保険課職員
人件費・地域支援事業費等）、②公債
費（広域連合で仁万の里施設整備の
際に借入をした金額の返済費用）、③
総務費（総務課職員及び仁万の里へ
の派遣職員の人件費、超高速船指定
管理料等）、④議会費（議会の運営費
等に係る経費）、⑤衛生費（隠岐の島町
内の各診療所運営費、在宅当番医制
に係る委託料）からなり、金額の内訳
は左図のとおりです。

　構成団体負担金は、隠岐広域連合
の構成団体である島根県及び隠岐島
４町村からの負担金で、76 億 276 万
円となっています。

　これは、事業ごとに人口、対象者数、
利用率、交付税算入額等を基に負担割
合を定め算定しています。前年度に比
べて 15 億 6,032 万円の増額となって
います。

民生費の主な歳出
介護保険給付費
30億1,058万円

　歳入から歳出を差し引くと3 億 731 万円の赤字となりますが、現金支出を伴わない支出（減価償
却費・資産減耗費・繰延勘定償却等）を除くと収支の均衡している予算となっています。
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事務局

課　名

総務係

総合診療科

神経内科
内科

腎臓内科
糖尿病・内分泌内科

精神神経科
外科
整形外科
産婦人科
眼科

耳鼻咽喉科
泌尿器科
皮膚科

歯科口腔外科
麻酔科

リハビリテーション科
診療支援室

山﨑一美
企画財政係

（村上智恵子）

（島根県立中央病院からパート診療）（徳家敦夫）（加藤一朗）（小林義典）（加藤芳恵）
（五箇診療所からパート診療）

小児科 佐藤美愛　（木原健太）

統括部長
（加藤一朗）

（□有田茂夫）
小林義典

齋藤恭子

（加藤一朗）

金子一朗

芹田晃道

助永親彦

薬剤科 （□増谷秀樹）
放射線技術科 （赤田宏行）
検査技術科 （赤田宏行）

リハビリテーション技術科 髙村知秀

臨床工学科 （□増谷秀樹）
栄養管理科 （□増谷秀樹）
歯科技術科 （□増谷秀樹）

隠岐町村会
（島根県離島振興協議会）

木村靖志

木村靖志

杉浦翔子

赤沼百合子

角　芽美　 森江祥平　 若林美帆　 清水克純　木原健太
田中航平　 山田将大　 杉　義人

加藤芳恵　 （島根大学医学部附属病院からパート診療）

（芹田晃道）
（総合診療科医師）

【奈須友裕】　西真一郎
【福本実希子】　（徳家敦夫）
王　紅欣

山根史也
（島根大学医学部附属病院からパート診療）
（島根大学医学部附属病院からパート診療）
（鳥取大学医学部附属病院からパート診療）

加藤　晶　古谷龍人

［池田和也］　 坂田匡弘　 磯辺直哉　 原田大輝　 齋藤優衣
 藤野利恵　   橋本誌乃　 村上由実　 ■齋藤　靖

 髙梨史菜

［小川　勝］　 八原未来　 吉山由依　 池田一樹　 岩水太一

［池田枝里子］　 田平明啓　 伊藤　歩

［中尾栄治］　 長崎正義　 横地　悠
　

［西岡博志］　 松田章利　 福本大和　 髙村淳平　 髙村姫香

［村上春代］　 藤野　碧　 柳原優香

長谷川喜映子：事務部門

中村　一　 速水裕子　 安井里佳　 小中　凌　 濵中大輔井奥秀敏

高井美雪　 門脇淳平

門脇淳平

高井美雪出納室（議会事務局）
☎08512-6-9150

藤野則子
（会計管理者）

介護保険課
☎08512-6-9151

医療安全管理室
（感染対策部門含む）

総務課
☎08512-6-9150

所属長

和田哲也

上野俊之

（福）博愛へ派遣

係　名 係　長 係　　員

部署名

診療部

医療技術部

所属長

（小林義典）

診療部長
齋藤恭子

参与（事務取扱部長）
□増谷秀樹
次長
赤田宏行

係　名
医療安全管理者

（村上　聡）感染部門
（□増谷秀樹）薬剤部門
（髙村浩美）看護部門

（山﨑　章）事務部門
（西岡博志）医療機器部門

責任者 係　　長

部署名 所属長 科・室名 部長・室長 医　長・医　員

部署名 所属長 科　名 科　長 係　　員　　[　　　　]は副科長

（　　）は兼務

隠岐病院　　☎08512-2-1356 （　　）は兼務　【　】は副部長　□は任期付職員　■は再任用職員
院長 ： 徳家敦夫 副院長：  □有田茂夫　加藤一朗

事務局長：齋賀光成

広域連合長　 ： 池田高世偉（隠岐の島町長）
副広域連合長 ： 大江和彦（海士町長）　坂栄一秀（西ノ島町長）　平木伴佳（知夫村長）　曳野晃夫（隠岐支庁長）　川﨑康久（常勤）

令和 7年 4月１日現在

隠岐広域連合の行政機構・職員配置を紹介します

（奈須友裕）（西真一郎）（徳家敦夫）（加藤一朗）（小林義典）（加藤芳恵）

※会計年度任用職員を除く
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隠岐島前病院　　☎08514-7-8211
「　」は海士町からの派遣職員　　（　　）は兼務　■再任用職員

（　　）は兼務

部署名 所属長 科　名 師　長 係　　員　　[　　　　]は副師長

部署名

島の医療人育成センター

院長 ： 白石吉彦

（　　）は兼務　「   　」は隠岐の島町からの派遣職員地域連携部

所属長

原　幸一

課長補佐･係長 係　　員

部署名 所属長 係　名

係　名

課長補佐･係長 係　　員

部署名

島の医療人
育成センター 島の医療人育成センター

所属長 係　名 係長 係　　員

部署名

診療部

所属長 科　名 科　長 係　　員

事務部　　事務部長：山﨑　章

手術室・透析室看護科

三階東病棟看護科

四階病棟看護科

総務係

経営係
医事係

三階西病棟看護科
（助産科含む）

八幡弥生

藤田美紀

加藤真紀子

（原　幸一）

川畑冨美子
浅生　偉

情報管理係 （石田辰也）

田尻友子

    

    

     
　 
　 
　 

【助産科】    
 

  
　 
　 
　 
　 
　 

　 

　 

 

 

    
   

  
 

　村上　翔

　

総務課
☎08512-3-1811

佐々木朋哉

石田辰也

医事経営課
☎08512-3-1622

情報管理課

地域連携係

地域医療相談係

地域リハビリテーション係
訪問看護ステーションかがやき

松浦豊多

「齋藤文子」

医療安全管理者（島本小百合）
院内感染管理者

内科
（小児科）

外科
（白石吉彦）

耳鼻咽喉科
整形外科
産婦人科
精神科
眼科

知夫診療所
浦郷診療所

（島本由希子）

地域連携室
☎08512-3-1770

（白石吉彦）

（白石吉彦）

派遣

医療安全管理室
（感染対策部門含む）

センター長
（森江祥平）
副センター長
（加藤一朗）
（増谷秀樹）
（山﨑　章）

部長
（加藤一朗）

室長
藤野　実

次長
（横地明子）
（増谷秀樹）
（山﨑　章）

看護部

部長
髙村浩美

次長
横地明子

師長
村上智恵子

副師長
村上　聡

外来看護科 野津美和
   ［岡島かおり］　［石井百理］　（杉原幸子）　三橋志穂　藤田泰代

野津美紀子　 平木　唯　 高雄由香　 秋山雅美
■河田真紀　■藤谷花美
［西田悦規］
［村上由美子］
［野津直美］

中上久美子 深瀬静枝 佐藤美絵 山本美枝子

原いずみ
山根智絵

［岩水　潤］

早川由佳

山西優子
小村恭乃

濱田奈々子

松本和美 吉田智英
黒崎あい
［永海陽子］［平田弘美］［堤　典子］ 田中啓子 中尾あずさ
山根千穂 井上詩織 山根　妙 恵　智美
黒崎典子 平田めぐみ 塩尾亜寿紗 佐々木沙織
池田未希
竹﨑葉月

木田麻里恵  

浅生　恵

藤田あずみ山本陽香
渡部真理子

山岡日香瑠

（田中啓子）（中尾あずさ）
（井上詩織）（山本陽香）（山岡日香瑠）

（浅生　恵）（山根千穂）

松林　優
［河瀬幸子］［磯見春佳］芹田久美子 福浦祐子澤尾直美

西　智美
櫻井鈴代 古木雅美 坂根清美 池田麻衣
山川奈々重 石川文香 濱田雄馬 小村　奨

牧野史紘 野津里穂 磯辺未来 吉本冬実 萬　百香
西村絵里香 齋藤瑛里菜 竹田藍華 庭谷　碧

岡田早兄子　  田中里沙　  深瀬康史郎　  築谷陽乃　  中村崚太郎
吉山龍郎　  ■野津雅人  ■藤野輝男

山本真太郎

村上英子　  吉本　陸
増本悠麿

杉原幸子 （福浦祐子）
舟木英里子 齋藤拓也 日野聖子

「坂本さつき」「増原　葵」「米澤祐実」

金阪幸之
（小川　勝）（長崎正義）

白石吉彦　 福田聡司　 福田瑶子　 川浪淳一
加藤輝士　 木田川幸紀　 関島　梓　 佐々木弘輔
（白石吉彦）　（福田聡司）　（加藤輝士）　（福田瑶子）
（木田川幸紀）　（佐々木弘輔）　（関島　梓）　加藤志帆
非常勤医師  川内秀之
松江赤十字病院から非常勤医師
島根大学医学部附属病院から非常勤医師
隠岐病院から非常勤医師　王　紅欣
鳥取大学医学部附属病院から非常勤医師
加藤輝士

海士診療所 川浪淳一 木田川幸紀 佐々木弘輔

加藤志帆
福田瑶子 関島　梓
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部署名 所属長 科　名 係　　員

部署名 所属長 科　名 係　　員

部署名

総務課

医事課

五箇・久見診療所

所属長

（中尾清司）

（中尾清司）

渡邉秀幸

若林隆造

澤田敏夫

齊藤義幸

田黒大輔

福浦圭一

間瀬純次

係　名 係　長 係　　員

課 名・部署名
総務課

☎08512-3-0119

予防課
☎08512-2-2307

警防課
☎08512-2-2300

本署
☎08512-3-0119

島前分署
☎08514-6-1119

海士出張所
☎08514-2-1119

知夫出張所
☎08514-8-2119

通信指令室

課長・所属長 課長補佐 係 係長・副所長 係　　員

消防本部・隠岐島消防署
消防本部 消防長：田中　勤 消防次長：□田中井和幸

【隠岐島前病院に勤務する職員は、島前町村組合からの派遣職員】

□は任期付職員　（　　）は兼務

「　　」は西ノ島町からの派遣職員　（　　）は兼務　■は再任用職員事務部　　事務部長：中尾清司

薬剤科
検査科

リハビリテーション技術科

栄養科
放射線技術科

病棟看護科

総務係
財務係
医事係

「山根充大」

徳若聡子

経理係

予防係
危険物係
警防救助係
救急係

通信指令室係

是津秀樹

（中上弘樹）
（間瀬純次）
（永海克徳）
村田竜也

庶務係
西村洋一

中上弘樹

永海克徳

（渡邉秀幸）

（中尾清司）
（中尾清司）

　 　 　 

    

  

　 

医療技術部 （白石吉彦）

看護部 家中ふみ代

隠岐島消防署

外来看護科
訪問看護科 （島本小百合） （奥本良美） （原　智美） （古川　瞳） （上原　彩） （板橋奈津子） （野田淳子）

地域連携準備室

嶋﨑裕子
白野明子
濵田拓史 向原翔子 藤原　翼 伊藤光輝 間　康一

（八幡　航）（安部一徳）
（吉田航介）（竹本一生）
（牧野泰志）

（石橋一輝）石川大志
（駒月　誠）（佐々木啓介）

駒月　誠 重栖隆彦 角﨑将仁 八幡　航
牧野泰志 黒澤竜斗 原田敬宏 竹本一生
大野　達 松岡　陸 佐藤碧海　

坂本雄太 吉田航介 吉田輝哉
安部一徳 石橋一輝 藤野史弥 石橋脩斗
齋藤佑馬 渡邊征宗 （村田竜也）
矢谷弘明 野津和也 増原良平 山根啓徳
吉塚勇気 堀川遼太郎 高宮　渉 藤田大翔
戸田正郎 吉田亮一 村上誠宗 佐藤朝陽
的地大輔 八原　涼

升田大貴 恩田祐也 安部凱生

松田寛人 野津朋生
藤野達矢

佐々木啓介

笠置健太郎 滝本大樹

徳若聡子

（徳若聡子）

滝下雅美 門野千尋 島本由希子 髙橋ルミコ
足立茉緒 （島本小百合）（奥本良美）（原　智美）（古川　瞳）
（上原　彩）（野田淳子）

足立麻衣

山根久美子 （小前幸代）■小島泰子
（永瀬 進）

鈴木小菜恵永瀬　進
秘書課 （中尾清司） 秘書係 （中尾清司） 三島明香 萬田朋世 伊藤佳代子

山岸隆祐 小前幸代

畑中聡志 武田　梢 「福田裕子」 「中川貴史」
杉山晴美 藤井礼子 白野美幸志茂結花
非常勤放射線技師

診療所

「佐藤利昭」
中村・布施診療所 「松下耕太郎」
都万・那久診療所 森江祥平
西郷歯科診療所 金子一朗
五箇歯科診療所 加藤　晶
中村歯科診療所 （金子一朗）
都万歯科診療所 （加藤　晶）

野津　晶

部署名 所　長 所属長 事務長補佐 係　　員
事務長：野津　晶

「井奥清美」
「泉　秀幸」
「齋藤　靖」
「前田静香」
「前田静香」
「（前田静香）」
「（前田静香）」

「［八幡あずさ］」　（村上美有）　
「［赤田栄美］」　（高村悦子）
「［藤野千秋］」　「田月三和子」　「高村千枝」

（板橋奈津子）

島本小百合　奥本良美　原　智美　 古川　瞳　上原　彩　板橋奈津子　野田淳子 

【ケアワーカー】　福島朋美　齋藤喜美枝　長府　幸

「　　」は隠岐の島町からの派遣職員　［　　］は看護師長　（　　）は兼務

第一係

第一係

第一係

第一係

第二係

第二係

第二係

第二係

（田黒大輔）

（福浦圭一）

柳谷幸雄

三角和成

石井　慎

竹本昭二

西藤慎吾

梶谷軍次

島根県防災航空隊派遣 伊藤浩志
初任教育 要戸一颯 和田陽世 坂田堅蔵 一瀬佑哉 中居研心



8 議会報告

議 会 報 告

　令和 7 年 2 月 10 日に隠岐広域連合議場において開催し、次の議案を上程、原案のとおり全会一致で可
決されました。

令和７年第１回隠岐広域連合議会　定例会

　地方自治法第 291条の 7の規定により、第５次隠岐広域連合広域計画を策定しました。
　計画期間：令和 7年 4月1日～令和 12 年 3月 31日（5 年間）

広域計画の策定（1件）

一般会計
　決算見込に伴う不用額の減額補正。

介護保険事業特別会計
　決算見込に伴う不用額の減額補正。

隠岐島前病院事業特別会計
　給与改定に伴う給与費の増、決算見込に伴う不用額の減、材料費、経費の増額補正。

隠岐病院事業特別会計
　会計年度任用職員の雇用による給与費の増、実績見込みによる経費の増、及び令和５年度決算による特別
　損失の増額補正。

国民健康保険中村診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う総務費及び医業費の減額補正。

国民健康保険五箇診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う総務費及び医業費の増額補正。

国民健康保険都万診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う総務費及び医業費の減額補正。

国民健康保険西郷歯科診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う医業費の増額補正。

★主な内容は、以下のとおりです。

令和６年度２月補正予算

一般会計

介護保険事業特別会計

隠岐島前病院事業特別会計

隠岐病院事業特別会計

国民健康保険中村診療所事業特別会計

補正前予算額 補正額 補正後予算額

24億 3,491 万円 △198万円 24億 3,293 万円

35億 2,772 万円 △1億 1,357 万円 34億 1,415 万円

11億 7,510 万円 2,673 万円 12億 183 万円

44億 3,442 万円 1億 5,130 万円 45億 8,572 万円

1億 2,688 万円 △1,168 万円 1億 1,520 万円

国民健康保険五箇診療所事業特別会計

国民健康保険都万診療所事業特別会計

1億 3,363 万円 182 万円 1億 3,545 万円

1億 3,897 万円 △318万円 1億 3,579 万円

国民健康保険西郷歯科診療所事業特別会計

布施へき地診療所事業特別会計

6,605 万円 105 万円 6,710 万円

3,846 万円 37万円 3,883 万円

久見へき地診療所事業特別会計

消防事業特別会計

895万円 32万円 927 万円

14億 8,332 万円 △3,891 万円 14億 4,441 万円

布施へき地診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う総務費及び医業費の増額補正。

久見へき地診療所事業特別会計
　決算見込みに伴う総務費の増額補正。

消防事業特別会計
　決算見込に伴う総務費及び事業費の減額補正。
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★ 概要は 3 ページから 4 ページ「令和 7年度 隠岐広域連合当初予算」に記載しています。

令和７年度当初予算

一般会計

介護保険事業特別会計

隠岐島前病院事業特別会計

隠岐病院事業特別会計

国民健康保険中村診療所事業特別会計

本年度予算額 前年度予算額 比 較

27億 5,129 万円 23億 7,757 万円 3億 7,372 万円

34億 9,266 万円 33億 6,713 万円 1億 2,553 万円

13億 9,786 万円 10億 7,124 万円 3億 2,662 万円

40億 452 万円 42億 8,291 万円 △2億 7,839 万円

1億 1,328 万円 1億 2,178 万円 △850万円

国民健康保険五箇診療所事業特別会計

国民健康保険都万診療所事業特別会計

1億 2,911 万円 1億 3,003 万円 △92万円

3億 7,610 万円 1億 2,167 万円 2億 5,443 万円

国民健康保険西郷歯科診療所事業特別会計

布施へき地診療所事業特別会計

6,345 万円 6,104 万円 241 万円

4,148 万円 3,841 万円 307 万円

久見へき地診療所事業特別会計

消防事業特別会計

914万円 892 万円 22万円

21億 869 万円 13億 2,321 万円 7億 8,548 万円

　令和 7 年 3月 17 日に隠岐広域連合議場において開催し、次の議案を上程、原案のとおり全会一致で可
決されました。

令和７年第１回隠岐広域連合議会　臨時会

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
　刑法等の一部改正により、刑罰の懲役と禁錮を一本化して拘禁刑が創設されたことに伴い、関係条例につい
　て所要の改正を行いました。

職員の勤務時間に関する条例の一部を改正する条例
　育児休業法の一部改正により、育児のための所定外労働の制限対象となる子の範囲が「3 歳に満たない子」
　から「小学校入学前までの子」に拡大されたことから、職員の時間外勤務の制限について所要の改正を行い
　ました。

特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　特別職の職員の給与について、構成町村の特別職の給与の支給状況を踏まえ、期末手当の支給率について
　所要の改正を行いました。

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　令和 6 年度人事院勧告において給与制度のアップデートについて勧告がなされ、国家公務員の俸給表の改
　正が令和 7年 4月1日に適用されることとなっており、これを参考に職員の給料表について所要の改正を行
　いました。

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　病院に勤務する職員の特殊勤務手当について、島根県立中央病院の手当を参考に、実情を踏まえた手当と
　なるよう見直しを行うため、所要の改正を行いました。

隠岐広域連合立隠岐病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
　隠岐病院事務部について、事務の効率化及びシステム管理、医療ＤＸの推進に対応するため、課の編成を見
　直すこととしたことから、所要の改正を行いました。

条例の一部改正（6件）
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隠岐広域連合議会委員会条例の一部を改正する条例
　地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続のオンライン化に対応した改正を行うとともに、委員選任に
　関する規定の見直しを行いました。

隠岐広域連合議会会議規則の一部を改正する規則
　地方自治法の一部改正に伴い、議会に係る手続のオンライン化に対応した改正を行うとともに、現在の社会
　情勢等に照らし所要の整備を行いました。

隠岐広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
　「情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率
　化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律」の施行に伴う「行政手続における特定
　の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の改正に対応するとともに、所要の規定の整備のため、
　隠岐広域連合議会の個人情報の保護に関する条例の見直しを行いました。

議員提出議案（3件）

　令和 7年 2月11日に実施したフェリー「しらしま」代替船建造に係わる公募型プロポーザルにおいて、最優
秀者として選定された内海造船株式会社とフェリー「しらしま」代替船建造請負工事の契約を締結したく、議
会の議決を求めました。契約金額は 56 億 9,800 万円。

契約の締結（1件）

隠岐病院事業特別会計
　実績に伴う建設改良費の減額補正。

国民健康保険中村診療所事業特別会計
　中村診療所複合施設の新築整備事業の遅れにより、医療機器の移設費及び備品購入費について、翌年度に
　繰り越す必要が生じたため、地方自治法第 213 条第 1項の規定により補正。

★主な内容は、以下のとおりです。

令和６年度３月補正予算

隠岐病院事業特別会計

補正前予算額 補正額 補正後予算額

45億 8,572 万円 △770万円 45億 7,802 万円

中村診療所及び中村歯科診療所は令和 7年 7月1日より新庁舎で業務を開始
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